
ー
一
J

副
J
f
f
A
Jれ
よ
♂
司
消
唱
が
一
角

1
3
1
‘

実
豆
田
草
場

An---
・-a置
昌
晴
醐
個
個
掴
可
《
樟

n-固
-n週
刊
】
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藷

輔

載

品

細

川

越

京

段
別
割
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
田
中
博
士
神
戸
正
雄

教
事
的
経
漕
皐
の
論
理
的
構
造
・
・
突
事
博
士
米
田
庄
太
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
文
盟
主
博
士
高
回
保
馬

時

論

米
債
基
準
設
定
に
就
い
て
・
・
・
・
-
極
主
主
人
木
芳
之
助

競

苅

岡
家
経
費
の
時
様
に
就
い
て
-
-
-
-
経
済
事
士
小
山
田
小
七

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
掠
・
・
・
経
由
沼
田
牢
士
略
川
虎
三
一

経
済
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
理
主
柴
田
敬

脇

棺

維

部

生
産
費
画
数
と
生
産
費
遁
増
減
の
法
則
空
盟
主
高
森
晋

薪
箱
詰
築
失
業
の
季
節
的
愛
動
・
・
・
経
湾
事
士
益
田
熊
雄

人
口
定
数
観
考
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
墜
博
士
財
部
静
治

市

首

ム

下

正

米

市

場

規

則臨

内

位

都

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

下1



一
、
序

経

済

表

/) 

L 、

て

柴

敬

田

二
、
経
済
表
範
式

四
、
経
涛
表
白
吟
味

託
、
結
論

一
一
一
、
経
潜
表

序

『

『

J

4

4

・2
〆
:
'
よ

」
P

I

P

E

』
「
=

吋

，
h

け
の
ひ
口
口
口
出
円
一
口
口

慨

に

幾

多

の

人

ケ

に

よ

っ

て

取

扱

は

れ

た

所

の

古

典

一

つ

艦

梼

炎

」

伝

機

ぺ

出

し

た

の

は
、
貫
は
そ
れ
じ
つ
い
て
別
に
新
し
い
研
究
を
謁
さ
ん
が
潟
め
で
は
な
〈
て
、
墜
に
、
資
本
主
義
一
吐
舎
の
金
瞳
性

仁
闘
し
て
、
最
初
に
鴻
さ
れ
た
所
の
考
察
の
展
開
が
ぜ
」
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
を
知
ら
ん
が
矯
め
で
あ
っ
た
。

然
る
に
其
の
理
解
を
進
め
る
に
従
っ
て
、
其
慮
に
一
つ
の
問
題
'
|
|
経
済
表
に
よ
れ
ば
各
階
扱
に
よ
っ
て
匁
さ
れ

る
所
の
支
出
が
生
産
階
級
の
生
産
物
の
購
買
に
傾
〈
か
不
生
産
階
殺
の
そ
れ
じ
傾
〈
か
じ
よ
っ
て
、
年
々
再
生
産

さ
れ
る
所
の
所
得
の
額
が
異
る
ご
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
如
何
な
る
理
論
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
ゐ

さ
言
ふ
問
題
ー
ー
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
於
い
て
は
明
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
様
に
思
は
れ
て
来
た
の
で
、

そ
れ
に
闘
す
る
疑
問
を
一
躍
纏
め
て
見
る
事
に
し
た
。
本
稿
は
郎
も
そ
れ
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
経
済
表
を
会
瞳
的

に
吟
味
せ
ん
ざ
す
.
る
も
の
で
は
な
く
、
只
、
解
糖
表
に
閲
す
る
上
越
の
問
題
の
み
を
吟
味
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ

る
か
、

る。

説

~ 

経
潜
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

第

競

一O
九

三
六
五

厳密なる意味に於いては斯う言」、事は出来ないが。1) 



設

第
三
十
一
巻

一
一
大
六

第
二
競

O 

経
済
表
に
つ
い
て

jis 

一一
経

済

表

範

式

経
済
表
範
式
明
白
『
吉

Z
F
E
-
-
d与
]gz
何
円

O
B
J
己
目
は
、
経
済
表
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
八
年
後
の
一
七
六
六
年

に
「
商
工
業
及
財
政
雑
誌
」
上
に
掲
載
さ
れ
た
所
の
ケ
ネ

1
の
論
文
「
粧
梼
表
解
説
U
の
中
に
用
ひ
ら
れ
允
所
の
も
の

で
ゐ
る
が
、
英
後
屡
々
重
刻
さ
れ
引
用
さ
れ
て
来
允
の
で
あ
る

0
2

経
済
表
を
吟
味
す
る
に
際
し
て
、
我
々
は
先
や
比

の
粧
贋
表
解
説
よ
り
始
む
る
を
便
ご
す
る
で
あ
ら
う
。

:
生
産
的
(
農
民
)
階
級
、
二
、
地
主
階
級
、
二
一
、
不
生
産
的
(
商
工
業
者
)
階

艇
の
三
階
級
に
分
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
経
樺
表
解
説
従
っ
て
経
樺
表
範
式
に
於
て
は
、
之
等
三
階
級
相
互
の
関

係
は
失
の
如
き
も
の
さ
偲
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

ケ
ホ
ー
に
よ
れ
ば
、

岡
民
は
、

「
先
や
地
主
階
級
は
前
年
度
の
所
得
た
る
二
十
億
を
生
産
階
級
か
ら
受
取
り
、
其
の
う
も
十
億
を
生
産
階
級
か
ら

農
産
物
を
購
買
す
る
矯
め
仁
、
他
の
十
億
を
不
生
産
階
級
か
ら
工
作
品
を
購
買
す
る
潟
め
に
、
費
す
。

究
に
、
生
産
階
経
は
二
十
億
の
年
々
の
前
梯
及
び
其
の
五
倍
に
営
る
百
億
の
本
源
的
前
掛
(
其
の
年
々
の
消
耗

率
は
一
割
)
を
以
て
、
五
十
億
の
生
産
を
な
し
其
の
う
ち
、
二
十
億
は
失
年
度
の
年
々
の
前
梯
さ
し
て
自
己
階
扱

じ
於
い
て
消
費
す
る
矯
め
仁
保
留
し
、
残
り
の
三
十
億
の
う
ち
十
億
は
地
主
階
経
に
買
り
、
二
十
億
は
不
生
産
階

級
に
'
|
|
其
の
う
ち
十
億
は
不
生
産
階
級
の
生
産
原
料
で
あ
り
、
他
の
十
億
は
其
の
生
活
食
料
で
あ
る

l
l寅
る
。

斯
く
し
て
得
ら
れ
る
貨
幣
三
十
億
の
う
ち
二
十
億
は
営
該
年
度
の
所
得
ざ
し
て
地
主
階
級
に
封
し
て
支
偽
は
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
十
億
は
本
源
的
前
拐
の
消
耗
分
を
柿
充
す
ぺ
き
工
作
品
を
購
入
す
る
矯
め
に
不
生
産
階
級

la) Francois Quesnay: Analyse du Tableau Í宜~c∞O附団Tll.1 r叩J[叩n問3
du commerce et des fin凹anc白es民， 1766.-一M.Eu暗E色白白n祇叩eDコ札旧lf悶e白 phy戸邑日1日oc口ra副te白51. Pa町rtie一
August On町c1比.k三司剖e町叩11の Oe凹uv町叩rロ【!sec印On<ゐO叩I口m工1lI叫q口同e白set ph 日ωO山sophiqu口 lIU. F. Quesnay， 1888， p 
305-328，-Valentine Doτnの濁需 Sammlung:~;-ozÎa1，vissensenscbaftlicher Meis司

ter. tBd. 21王. Fr. Que.nay Allge印I江me口mτn】児eGru叩nd凶 t7.包同2
e白lnesa民ckeξ司e町rゆba山IItr閃e.仏u児此ehdenRe白iche目s19戸2，S 23-513一山口正太郎氏の邦課、ケネー



に
支
掛
は
れ
る
。

不
生
産
階
級
の
生
産
額
は
二
十
億
で
あ
・
9
、
実
の
う
ち
十
億
は
地
主
階
扱
に
頁
ら
れ
、
他
の
十
億
は
生
産
階
紐

に
責
ら
れ
る
。
不
生
産
階
艇
の
年
々
の
前
抑
は
十
億
で
ゐ
っ
て
、
生
産
階
級
か
ら
原
料
を
購
入
す
る
潟
め
に
費
さ

れ
、
生
産
品
の
販
貰
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貨
幣
二
十
億
の
う
も
十
億
は
不
生
産
階
扱
の
生
活
資
料
を
購
買
す
る
矯

め
に
生
産
階
級
に
支
掛
は
れ
他
の
十
億
は
次
年
度
に
於
い
て
新
た
に
生
産
原
料
を
生
産
階
級
か
ら
買
ふ
矯
め
に
保

留
さ
れ
る
。
」

経
梼
表
範
式
は
表
を
以
て
之
を
示
会
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
上
越
の
鰐
梼
表
解
説
に
於
け
る
ケ
ネ
ー

の
説
明
じ
よ
れ
は
、
不
生
産
階
級
の
前
掛
ト
憶
は
一

i

原
料
購
買
の
矯
め
生
産
階
級
じ
文
椀
い
は
る
一
さ
前
掛
、
従
ワ

て
、
貨
幣
の
形
態
仁
於
げ
る
前
捕
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
、
経
梼
表
範
式
に
於
て
は
之
等
の
黙
は
極
め
て
醗
昧

で
あ
る
。
従
っ
て
彼
の
解
説
に
忠
買
な
ら
ん
ざ
す
乙
な
ら
ば
、
寧
み
三
遺
氏
に
倣
っ
て
(
第
二
)
。
の
如
〈
な
す
べ

き
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
鮭
樺
表
さ
の
蓮
絡
を
求
め
る
上
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
不
生
産
階
級
の
年
々
の
前
梯
を

業
の
矯
め
に
前
年
度
内
に
購
入
さ
れ
た
所
の
農
産
物
よ
り
成
る
も
の
さ
般
定
す
る
所
の
、
バ
ヲ
ア

1
の

表

に

よ

る
を
便
ざ
す
る
。
而
し
て
へ
不

1
の
用
ひ
た
所
の
経
済
表
範
式
は
更
に
経
済
表
仁
接
近
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

今
一
歩
そ
れ
を
進
め
る
事
に
よ
っ
て
、
経
済
表
の
ズ
ィ
グ
ザ
グ
の
異
意
は
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

今
、
序
越
を
簡
車
な
ら
し
む
る
矯
め
に

一
、
生
産
階
級
白
年
々
白
前
排
、
従
っ
て
、
生
産
階
級
の
生
産
物
申
生
産
階
級
自
身
の
免
め
に
保
留
さ
れ
る
額
を
'

二
、
生
産
階
級
白
木
源
的
前
扮
の
補
充
、
卸
ち
所
謂
利
子
、
従
う
て
、
木
源
的
前
拐
の
稀
充
の
免
め
の
工
作
口
聞
に
艶
ナ
る
生
産
階
級
の
需
要
を
・
・
・

設

手包

経
済
表
に
ワ
い
て

第
三
十
一
巻

二
六
七

第
二
獄

Ap9) 

「経済表の分析」、我等丸巻九競、 1927ロ・ 21-38網

容易に入手 L得るも D としては、伺lへば、舞出五五郎氏、ア予 :";Y7"・ケネネ

ーと経済畢、山時教授還暦紀念経済事研究第一巻一二四頁、 JauBt. Lewi田 l口 z
Thc FoundeTs 01 Jlolitiral Econo回 y I9z:2:. p・ 5Z. Karl 皿 ar.x: Theorien uber 
den rnehrwert. 1 B<.l. 1923. S. 87.マルク.A :J:..:yゲル見合集8~是111頁、三週金
蔵氏 TableauEconornique (経神表)の解説、三回皐曾雑誌、十二巻、十一披、44
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• 50 額総産生事事
吋ず

設梯前4専所年々目前扮

20皇 20 億

10億
>110億

10億

10館、 10億

合計 ::0依
其内半額は次年度の前
携と Lて此D 階級によ
P留保書れる

手E

経
湾
表
に
つ
い
て

不金庫，階級自

H盟ー

土地所有者君主及鱈18骨量3め自生産階級の

ぴ
前
子
隠
る

及
的
利
惜
別
b
祖

得
瀕
自
覚
ひ
織

所
水
槽
冊
目
周
忌

億
一
億

o
u
-
n
υ
 

2
一
'a

尚

計
支

合

白噛
情

'e

前回ιT 
年

〈三遁金蔵氏自}詞3範表*Jt 担軽〈第二〉

第
三
十
一
巻

中ノ、
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20 
10 

Q 一一

宅;''%ノプ

官許可基刊 し姐

> 10 三し物入
るではれ
清食る
費料生
せと産

〆~.

原産《元
料物入賞
、dはれ白

加る支
工生出

20 
ι元

安
白

支

出

議
電
制
剖
述

第

~J~ ム
契
恒
甲
南
晶
画
-
万

資
と
な
る

式¥砂

¥ihtrk 
却 II~\ミ?

、、 10、

10--

、
/
ケ

/

m

F官
、

一

-

一

番

¥

手

/

耐

岬

¥

ピ
/
¥

，s'
z
J

、Et
E

、

所
得
と
し
で
地

主
階
級
に
行
〈

r
一

年
bE
目

元
費
四

支
出
国



(Bauer白)王E範表務経〈第三〉

不生産階級
の前扮
10億

億::;0 

土地所宥者君主及
信18<0所得

20億

額織産生再

生産階級の
手今誕百扮

説

、、司、、
、、、、司、、、、

、、、

一一一ーーー争10健

‘弘、、、、.

I 一一一一-二三学10低

10億

10億

所得及本源
的前挽由利
子の支携に
周ひ bれる

綿額

~ 

経
済
表
に
づ
い
て

ぽ
一
し
保

師
陣

L
C
m
"
'

牟
携
よ

内
前
に

・1
の一級一る

億
度
階
れ

例
年
此
苫

鮒
・
突
で
留

10億ぐ

20億年々白前携の
ご支出

叫憶4争雪す

Lewis H. Haneyの用ひたるもの{第四〉

綴産生会

$ 250.000.000(U:及び3)

第
三
十
一
巻

~、

夫A

…畑農ぞう問。ω事事50.0ω.000

ホ

ホ

第
二
披 $ 50.000.000 <-

$ 150.000.000 '$ 1∞.OOO.OOO(全教主産物)$"τお市部7おD一一
一一

$ 250.00日.000

$ 150.000.000 

会生産領



耽

終
掛
川
表
に
ヲ
い
て

第
三
十
一
巻

二
七

O

第
二
放

一
一
凶

手E

三
、
地
主
階
級
が
購
買
の
矯
め
に
生
産
階
級
に
謝
し
て
鴛
す
支
出
E
-
-
L
E
i
-
-
・
・
;
:
・
・
:
:
j
i
-
-
i
・e

・
-
:
目
:
・

E・E・
-
:
・
-
:
・
:
口
山φ戸

問
、
地
主
階
級
が
購
買
の
角
田
に
不
生
産
階
級
に
謝
し
て
鴛
ナ
支
出
を
:
・
:
・
・
:
・
:
;
J
i
-
-
・
:
:
・

J
E
-
-
:
j
i
-
-
:
-
J
J

・
-
-
:
D
M

:
:
R
 

P
 

・・•.. 
n
お

五

所
得
を

大
、
不
生
産
階
級
が
購
買
の
鴛
め
に
生
産
階
級
に
費
し
て
偽
7
支
出
を
・
・
・
・

を
思
て
示
す
事
仁
す
る
。

嚢
に
範
、
掛
表
解
説
の
大
要
に
於
い
て
地
主
階
統
に
閲
し
て
遁
ぺ
た
所
は

然
る
時
は
、

生
産
階
級
に
つ
い
て
通
ぺ
党
所
は

h
i
h
l
灯
l
l
k
μ

ト
甘
い
白
川

f
、i
!
〆

i
F
l
;ー

:
-
l
t
f
l

m
H
H
J十
M
M
E

ざ
な
り
、

不
生
産
階
級
じ
つ
い
て
迦
〈
化
所
は

♂

u
一lTF
ご
な
る
。

而
し
て
、
此
の
三
ケ
の
方
桂
式
の
何
れ
か
一
つ
は
他
の
も
の
か
ら
導
き
出
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
掛
表
範

式
の
基
本
的
惜
系
は
結
局
二
ケ
の
一
万
科
式
を
以
っ
て
示
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
以
下
我
々
は
此
の
事
を
手
引
さ
し

て
鰹
梼
表
の
吟
味
じ
謹
む
で
あ
ら
う
。

一一一
経

表

務

一
七
五
八
年
十
二
月
じ
出
版
さ
れ
た
筈
の
経
済
表
第
一
版
は
、
ま

r後
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
僅
か
三
部

〉
R
E〈
内
出

Z
白
円

zzp-

し
か
出
さ
れ
な
か
っ
た
第
二
版
の
一
部
は
一
八
九

O
年
バ
ヲ
ア

1
氏
仁
よ
っ
て
巴
里
の

保
存
せ
ら
る
、
ミ
ラ
ポ

1
の
遺
稿
中
か
ら
殻
見
さ
れ
、
一
八
九
四
年
ケ
ネ

1
生
誕
二
百
年
じ
際
し

H
U
F
U
Y
 

賀、一一山本勝市民前掲39頁一一稲田博士、前掲巻頭懐済表(其四〉及108頁、
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開
門

O
E
E
m口
〉

目

的

σ門
町
民

o=
に
よ
っ
て
複
製
さ
れ
て
世
上
に
流
布
さ
れ
た
の
で
あ
丸
町
四
私
が
軍
に
艦
梼
表
さ
呼
ぶ
泊

所
の
も
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

艇
済
表
仁
よ
れ
ば
、
読
遇
措
程
は
次
の
様
に
行
は
れ
る
。

「
地
主
階
級
の
一
員
は
前
年
度
の
所
得
大
百
9
1グ
y
e
e
生
産
階
級
の
一
員
か
ら
受
取
り
、
そ
の
う
ち
一
竿
を
農

産
物
購
買
の
矯
め
に
、
他
の
一
宇
を
工
作
品
購
買
の
潟
め
に
費
す
。

衣
仁
、
斯
く
し
て
地
主
階
級
の
一
員
か
ら
一
ニ
百

y
l
グ
Y
を
受
取
っ
た
所
の
生
産
階
級
の
一
員
は
、
其
の
宇
を

生
産
階
扱
の
他
の
一
員
か
ら
農
産
物
ぞ
購
入
す
る
鴻
め
に
費
し
、
他
の
一
半
は
不
生
産
階
級
か
ら
工
作
ロ
聞
を
購
入

す
る
矯
め
に
殺
す
ο

附
し
て
こ
れ
じ
よ
っ
て
一
時
び
三
百
y
lぃ

y
y
の
純
生
産
な
生
む
。
斯
〈
し
て
生
産
階
級
の
一
一

員
か
ら
百
五
十

9
1グ
Y

を
受
取
っ
ロ
所
の
不
生
産
階
扱
の
一
員
は
、
其
の
宇
を
不
生
産
階
級
の
他
の
一
員
か
ら

工
作
物
を
購
入
す
る
潟
め
に
費
し
、
他
の
一
竿
は
生
産
階
紐
か
ら
農
産
物
を
購
入
す
る
矯
め
に
費
す
。
市
し
て
斯

く
し
て
不
生
産
階
級
の
一
員
か
ら
七
十
五
7
1
グ
Y
を
受
取
っ
た
所
の
生
産
階
扱
の
一
員
は
、
叉
葉
の
牢
を
生
産

階
級
の
他
の
一
員
か
ら
農
産
物
を
購
入
す
る
矯
め
に
費
し
、
他
の
一
竿
は
不
生
産
階
根
か
ら
工
作
品
を
購
入
す
る

錯
め
に
費
す
。
而
し
て
又
ニ
れ
に
よ
っ
て
七
十
五

y
Iグ
Y
の
純
生
産
を
生
む
。
即
ち
斯
く
の
如
き
過
程
が
吹
か

ら
択
に
槙
け
ら
れ
る
。
他
方
に
於
い
て
地
主
階
粧
の
一
員
か
ら
三
百

P
1グ
Y
を
受
取
っ
た
所
の
不
生
産
階
級
の

一
員
は
、
業
の
竿
を
不
生
産
階
級
の
他
の
一
員
か
ら
工
作
品
を
購
入
す
る
錦
め
に
費
し
、
他
の
一
宇
は
生
産
階
級

の
一
員
か
ら
業
の
生
産
物
を
購
入
す
る
鋳
め
に
費
す
。
而
し
て
斯
〈
し
て
不
生
産
階
絞
の
{
員
か
ら
生
産
階
級
の

一
員
に
支
梯
は
れ
る
百
五
十

P
1グ
Y
に
つ
い
て
も
亦
上
越
の
如
き
過
程
が
績
け
ら
れ
る
。
〕

説

苑

極
端
開
表
に
づ
い
て

第
三
十
一
巻

ニ
七

第
二
放

一
一
五

intervention de 13. monnaire. ~しで掲げたる闘解に外形上似てゐる o D四 is
は其白吹葉に、今ーョSch岳made la cireulation des reches.ses avec intervention 
de la lnonnais なる闘解を掲げてゐる。然し之等は、本稿の問題に直接鰯れな
いか b略する。
以上は大意に過~向。詳細は脚註1の女献参照。
Oeuvre par A. Onc~，en ， p. 310. Sammlung Sozialwissencbaftlicher meister 1. 
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設

苑

経
縮
問
表
に
つ
い
て

事
グ

仕
-

抑
白
J

前
尚

ω

の
支
3

々
的
に
ナ

年
産
め
要

生
震
を

不
自
ル

表 (第二版)

考察の重苦象(1)三種の支出(2)其の源泉(3)其の前柳 (4)其の分配 (5)其の効果(6)其
の再生産 (7)其の相互間に於ける闘筒 (8)それと人口との関係 (9)農業との関係
(10)工業と白関係(11)商業と D 関係(12)岡氏自擁骨量的富と白闘係ー

生産的支出 所得の支出
農業等に闘する

先取されたる租税は生産

的支出及び不生産的支向

に分間さる

年々の所得

不生産的支出
工業等に閥Tる

部車重(第五)

年々の前椀
所得600 リーグノレを
生産せんが矯めには
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以
上
の
過
程
を
表
に
し
た
も
の
が
経
済
表
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
軍
に
斯
か
る
流
通
過
程
の
序
過
に
止
ま
る

も
の
で
は
な
く
し
て
、
各
階
級
の
費
す
所
が
生
産
階
経
の
矯
め
じ
偏
す
る
や
不
生
産
階
級
に
偏
す
る
や
仁
よ
っ
て

一
困
の
柴
己
が
決
せ
ら
れ
る
事
の
判
定
に
投
立
ち
得
る
も
の
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
郎
も
「
(
上
越
の
場

合
に
は
)
再
生
産
的
支
出
が
同
一
額
の
所
得
を
年
々
再
生
産
す
る
所
φ

卒
均
的
航
梼
を
考
慮
し
犯
の
で
め
る
」

「
(
所
が
)
之
等
の
支
出
は
、
支
出
者
が
糊
口
の
方
面
で
賛
津
を
す
る
か
装
飾
の
形
で
昔
、
津
を
す
る
か
に
よ
っ
て
、

多
少
ど
ち
ら
の
側
に
で
も
傾
き
得
る
も
の
で
あ
る

ji---然
る
に
、
不
生
産
的
支
出
ご
生
産
的
支
出
之
の
何
れ
か

一
方
が
多
少
さ
も
地
方
よ
り
も
多
く
な
る
に
従
っ
て
所
得
の
年
々
の
再
生
産
は
如
何
に
麺
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
、
さ
一
一
一
口
ム
事
以
容
易

I
見
ら
れ
特
る
所
で
あ
る
。
さ
言
ふ
の
は
買
仁
そ
れ
仁
よ
っ
て
起
る
所
の
表
上
の
艶
化
仁

ょ
っ

τ
こ
の
事
を
判
断
す
る
事
が
容
易
な
の
で
あ
る
。
何
さ
な
れ
ば
、
位
り
に
地
主
が
装
飾
の
形
に
於
い
て
鴬
す

所
の
賛
樺
が

1
τ
r
u、
工
人
の
ぞ
れ
が

1
一6
rげ
、
及
び
、
耕
作
者
の
そ
れ
が

1一6
rげ
、
(
上
述
の
平
均
的

場
合
よ
り
も
|
|
柴
田
)
増
加
す
る
な
ら
ば
、
所
得
の
再
生
産
は
六
百

P
1グ
Y
か
ら
玉
百

9
1グ
Y
に
下
落
す

る
で
あ
ら
う
・
:
・
:
:
か
ら
。
即
ち
、
装
飾
の
方
面
に
於
け
る
賛
津
の
超
過
は
富
裕
な
る
岡
民
を
も
忽
に
し
て
著
し

〈
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
、

T
」
言
ふ
事
は
明
か
で
ゐ
ぁ
。
」
さ
論
や
ら
れ
る
の
で
あ
る
問
問
題
は
誌
に
存
す
る
。

解
糖
表
ぎ
経
済
表
範
式
さ

ω関
係
じ
つ
い
て
は
従
来
色
々
の
貼
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
バ
ヲ
ア

1
は

「
(
経
糖
表
に
於
い
て
一
不
さ
れ
た
所
の
)
個
々
人
聞
の
分
配
過
程
は
(
経
済
表
に
於
い
て
は
)
牧
縮
さ
れ
、
只
、
園
民

的
生
産
物
の
(
赴
曾
階
級
相
互
間
の
)
流
通
過
程

rり
が
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
一
一
え
は
第
三
階
載
の
構
成
員
が
同

一
階
扱
内
で
錯
す
所
の
個
々
の
責
買
は
(
粧
梼
表
範
式
で
は
)
消
え
て
ゐ
る
。
而
し
て
(
経
梼
表
が
偲
定
し
た
所
の
)

説

苑

経
済
表
に
ヲ
い
て

第
三
十
一
巻

七

第

披

一一七

Rd. 2 Hεft (uhert. von V. DOTn) s. 25・設等ブL~::IL音波(山口正太郎氏鐸)23頁
主導金蔵氏前掲十二巻十一披50頁
Stephan 1合aueribid. p. 17・
Lewis H. Hancy: 日istOlY ゎfEconomic 'Tbaucht， p. 147 較の所には and
primitives H とたてコてゐるが誤謬であ Z。 叫色ffrには“ Sum!;~，hich yield 
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説

第
三
務

苑

経
滑
表
に
ヲ
い
て

第
三
十
一
巻

一
一
八

二
七
四

一
生
産
年
度
内
に
於
げ
る
所
得
の
除
々
の
支
出
は
、
(
経
暁
表
範
式
に
於
い
て
は
)
収
縮
さ
れ
、
地
主
階
級
が
農
業

階
扱
及
び
工
商
階
級
か
ら
二
つ
の
揮
っ
た
購
買
を
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
」
さ
言
ひ
、
三
遁
氏
は
更
に
、
「
(
経
済

表
に
於
て
は
)
地
主
階
紐
の
掌
裡
に
蹄
す
る
所
得
の
規
則
正
し
き
同
蹄
を
中
心
ざ
し
て
考
察
し
行
げ
る
に
反
し
、

今
(
鰹
梼
表
範
式
)
は
生
産
階
級
の
掌
裡
に
蹄
す
る
年
々
の
元
資
の
規
則
正
し
き
団
蹄
を
中
心
ざ
し
て
閉
じ
主
張
を

立
せ
ん
さ
試
み
た
」
の
で
あ
る
さ
言
っ
て
居
ら
れ
る
。
又
、
オ
ン
ケ
ン
は
、
艦
梼
表
範
式
は
経
済
表
の
「
最
初
の

さ
解
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
在
の
所
謂
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
説

ズ
ィ
グ
ザ
グ
を
捕
寓
す
る
」
に
描
ぎ
な
い
、

明
に
よ
っ
て
は
ー
ま
だ
明
に
さ
れ
な
か
っ
た
慌
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

四

経

済

表

の

吟

味

今
樫
樺
表
を
分
析
す
る
に
営
っ
て
看
過
す
ぺ
か
ら
ざ
る
事
は
、
縄
樺
表
に
於
い
て
は
生
産
階
部
帆
の
生
産
物
に
劃

す
る
地
主
又
は
不
生
産
階
粧
の
需
要
が
生
産
階
級
の
生
産
的
支
出
さ
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。

今
経
済
表
範
式
じ
よ
る
仁
、
そ
こ
で
は
儒
梼
表
に
於
げ
る
さ
同
様
に
、
一
、
地
主
の
農
産
品
に
罰
す
る
需
要
は

工
作
品
に
劃
す
る
其
の
需
要
ざ
同
額
で
あ
り
、
二
、
生
産
階
艇
の
本
源
的
前
梯
の
補
充
は
、
業
の
年
々
の
前
梯
の

竿
額
に
営
り
、
三
、
生
産
階
扱
の
年
々
の
前
梯
は
年
々
の
純
生
産
さ
同
額
で
あ
る
。
従
っ
て
若
し
探
梅
表
範
式
の

鴨
系
に
よ
る
な
ら
ば
、
而
し
て
経
済
表
に
倣
っ
て
年
々
の
所
得
、
従
っ
て
生
産
階
級
の
年
々
の
前
梯
を
ム
ハ
百
リ
ー

グ
M
Y

ざ
す
る
な
ら
ば
、
生
産
階
級
の
設
備
資
本
の
一
年
々
の
補
充
は
三
百

7
1
グ
グ
で
あ
り
、
生
産
階
級
の
年
々
の

生
産
額
は
千
五
百

9
1
グ
グ
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
教
は
経
済
表
の
脚
註
の
敷
さ
正
に
符
合
す
る
。
印
も
経
済
表

とな?replace ment fnr fixcd capital; ~l1histence ancl profit of hasbandmen" 
でいなゐが正稽でない。
Avandces al nuelles de la classe Productive 

int岳ret
dcpen:ses de la classe Proprietoire en acl叫 S 弘 laclasse Productive 

9) 
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が
上
越
の
如
き
計
算
に
よ
っ
た
ら
の
で
あ
る
事
は
事
易
に
推
察
さ
れ
得
る
所
で
あ
る
。
所
が
縄
樺
表
範
式
に
於
い

て
は
生
産
階
級
の
生
産
物
に
封
す
る
地
主
及
び
不
生
産
階
級
の
需
要
額
は
年
々
の
純
生
産
額
さ
臭
っ
て
ゐ
る
の
に

経
済
表
に
於
い
て
は
上
遁
の
如
く
此
の
雨
者
は
同
一
視
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
又
、
寝
櫨
開
表
鮪
式
に
於
い
て
は
不
生
産

階
級
は
自
己
階
級
の
生
産
物
を
購
入
し
得
な
い
の
に
、
終
梼
表
に
於
い
て
は
購
入
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
斯
〈

の
如
く
前
提
を
異
に
し
た
も
の
が
結
果
に
於
い
て
は
大
韓
同
じ
も
の
さ
な
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
問
題
解

決
の
緒
口
は
此
彪
に
存
す
る
様
に
思
は
れ
る
。

今
此
の
事
を
明
に
す
る
前
に
我
々
は
先
づ
粧
糖
表
の
ズ
ィ
グ
ザ
グ
の
意
味
を
究
め
ね
ば
な
ら
向
。
剖
も
蝿
酪
表

の
ズ
ィ
グ
ザ
グ
に
よ
れ
ば
.
地
主
階
級
の
一
員
の
農
産
物
じ
劃
す
る
需
要
ー
の
竿
額
以
買
じ
生
産
階
級
の
一
員
の

工
作
品
に
罰
す
る
需
要
ご
な
り
、
夏
に
其
の
竿
額
従
っ
て
農
作
品
に
劃
し
て
最
初
矯
さ
れ
た
る
需
要
凡
の
1
一4
は

再
び
不
生
産
階
級
の
一
員
の
農
産
物
に
謝
す
る
需
要
さ
な
‘
り
、
斯
〈
し
て
以
下
同
様
な
る
過
程
を
績
げ
る
の
で
あ

h
、
他
方
、
地
主
階
級
の
一
員
の
工
作
品
に
劃
す
る
需
要
日
の
1
一2
に
相
等
す
る
所
の
、
不
生
産
階
較
の
一
員
の

農
産
物
に
劃
す
る
需
要
は
、
更
に
葉
の
竿
額
が
生
産
階
級
の
一
員
の
工
作
品
に
劃
す
る
需
要
ご
な
b
、
更
に
其
の

竿
額
従
っ
て
農
産
品
じ
劃
し
て
不
生
産
階
級
ら
一
員
に
よ
っ
て
品
川
さ
れ
た
あ
最
初
の
需
要
額
訊
の
1
一4
は
再
び
不

生
産
階
級
の
一
員
の
農
産
物
に
劃
す
る
需
要
ざ
な
り
、
斯
く
し
て
以
下
同
様
の
過
程
を
績
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、

農
産
物
に
劃
す
る
地
主
及
び
不
生
産
階
級
の
需
要
の
組
額
|
|
而
し
て
臨
済
表
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
叉
所
得
組
額
町

に
等
し
い
ー
ー
は

ヌ
ー
ド
l
+
M
1
F
i川
1

0

で

]

戸

l
仲

.

凶

z

H

仲

説

経
潜
表
に
づ
い
て

第
三
十
一
巻

苑

二
七
五

第
二
競
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説

要E

経
済
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

第
二
競

一
二

O

ニ
七
六

で
あ
る
。
所
が
所
得
は
、
来
年
度
の
支
出
に
責
し
得
る
姿
じ
於
い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
ざ
し
て
、
地
主
階
級
の

一
員
に
波
さ
る
ぺ
き
も

ωで
あ
る
が
‘
生
産
階
級

ω
一
員
は
其
の
生
産
物
を
地
主
階
級
の
一
員
及
び
不
生
産
階
棋

の
一
員
に
貰
る
事
に
よ
っ
て
得
た
る
貨
幣
の
竿
額
を
阪
に
不
生
産
階
級
の
一
員
に
渡
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、

生
産
階
級
の
許
に
在
る
所
の
|
|
従
っ
て
生
産
階
級
の
構
成
員
相
互
の
交
換
を
鰹
て
再
び
生
産
階
級
の
嚢
の
一
員

の
許
に
蹄
り
得
ぺ
き
|
|
貨
幣
は

~l l-" 
.-、、

句、
司3

....， 
1 I~. 
~ドl

十

日 1..
Pで、• 

炉司l

1 I~. 
ゆいi

、、ー-'

に
過
ぎ
が
、
従
っ
て
所
得
繍

4

ピ
マ
ぞ
れ
-E
の
差
額
ぱ
け
不
足
し
て
ゐ
ゐ
の
で
あ
る
。

又
嚢
に
遁
ぺ
た
る
さ
同
一
の
理
由
に
よ
っ
て
、
工
作
品
に
罰
す
る
地
主
階
扱
の
一
員
及
び
生
産
階
級
の
一
員

需
要
の
緯
額
は

で
あ
る
が
、
不
生
産
階
級
の
一
員
は
某
の
生
産
物
を
地
主
階
級
の
一
員
及
び
生
産
階
級
の
一
員
に
買
る
事
に
よ
っ

て
得
た
る
貨
幣
?
フ
も
僅
に
字
額
だ
け
を
生
産
階
絞
の
一
員
に
渡
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
不
生
産
階
級

の
許
に
は
|
|
従
っ
て
不
生
産
階
級
の
構
成
員
相
互
の
交
換
を
麗
て
又
不
生
産
階
級
の
嚢

ω
一
員
の
許
に
再
び
鵠

り
得
ぺ
〈
Y
|
|

""[ .... 
〆"‘¥

同三、
姐

....， 
11 .... 

恥ドl

+ 

だ
け
の
貨
幣
が
残
っ
て
ゐ
る
。

工
作
品
に
劃
す
る
不
生
産
階
扱
自
身
の
需
要
は
、
若
し
ぞ
れ
が
軍
な
る
消
費
さ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば

の
Au略宮1出，l¥，;叫沿叫tOnc吠kミ叩e四nが其‘"-'著 Ge田sch日1叩cht胎eder ]¥fn乱Ltlon凹】四al出百konc叩【
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容易に入手dii-るものとしては、，-Edwin Cclnn:In :'Ec1itor's introduction to The 
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所
謂
不
生
産
階
扱
に
就
い
て
そ
れ
だ
け
の
純
生
産
が
前
提
さ
れ
る
の
で
あ
b
、
従
っ
て
ケ
ヰ

1
の
根
本
思
想
を
本

質
的
に
破
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
暇
り
に
儒
梼
表
範
式
の
場
合
よ
h
ノ
も
そ
れ
だ
け
多
く
の
経
費
を
要

す
る
さ
言
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
・
る
さ
見
る
な
ら
ば
、
此
の
貼
は
問
題
に
せ
や
し
て
揖
む
。
所
が
、
萄
し
く

も
会
糟
性
の
瞳
系
ど
矛
盾
な
か
ら
し
め
や
う
て
す
る
な
ら
ば
、
不
生
産
階
級
の
許
に
蔑
さ
れ
た
所
の
貨
幣
は
其
の

同
礎
知
に
蹄
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
旬
、
生
産
階
級
の
許
に
不
足
す
る
所
の
貨
幣
が
何
庭
か
ら
か
鷲
ら
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の
事
は
、
不
生
産
階
級
の
一
員
が
同
階
級
の
他
員
の
手
を
艦
て
再
び
自
ら
の
許
に
踊
っ
て
来

る
所
の
貨
幣
を
以
て
衣
年
度
の
潟
め
の
原
料
を
生
産
階
根
か
ら
購
入
す
る
事
に
よ
っ
て
蓮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

買
い
比
の
-
宵
喪
な
侠
つ
て
は
じ
め

t
、
生
産
階
級
以
年
々
の
純
捷
六
百

9
1グ
Y

及
び
本
慨
的
前
怖
の
年
舟
の
補

充
三
百

y
1グ
Y
を
補
っ
た
上
に
六
百

9
1グ
Y
の
純
生
産
を
な
し
、
且
つ
貨
幣
形
態
に
於
い
て
地
主
階
般
の
一

員
に
渡
し
得
る
も
の
さ
な
る
の
で
あ
る
。
粧
梼
表
に
於
い
て
は
農
産
物
に
劃
す
る
地
主
階
扱
の
一
員
及
び
不
生
産

階
級
の
一
員
の
需
要
額
が
純
生
産
額
さ
同
一
視
さ
れ
る
矯
め
に
、
斯
か
る
会
腫
性
を
其
の
ま
、
、
表
の
中
に
採
h
入

る
、
時
に
は
齢
八
?
の
純
生
康
額
が
め
ら
は
れ
て
来
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
一
部
分
を
切
り
捨
て
る
事
仁
よ
っ
て
一

臆
の
瞳
系
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
が
全
開
性
の
考
察
さ
矛
盾
な
き
を
得
た
の
は
買
に
、
不
生
産
階

級

ω
許
に
残
る
所
の
貨
幣
が
生
産
階
級
の
下
に
於
い
て
不
足
す
る
所
の
貨
幣
ご
相
等
し
き
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て

量
の
椴
定
の
場
令
を
採
っ
て
言
へ
ば
、
ぞ
れ
が
成
立
す
る
の
は
、

]
{
ヘ
ザ
、
日
一
回
刊
旬
、
】

J

]

「

t
、

H

-

H

d

、

H

J

l
阿

f

，

J
川
町

4
川
町
ド

J
川同

J

つ

叫

勺

」

川

吋

4
川
町

;
J円
で

H
d
u
♂
な
る
場
合
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て

設

~I!: 

経
済
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

ニ
七
七

第

就
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設i

苑

経
油
開
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

第
二
時
制

一

ー

ニ
七
入

然
る
に
ケ
ネ

1
は
「
地
主
が
装
飾
の
形
に
於
い
て
矯
す
所
の
費
津
が
1
一6
rげ
、
工
人
の
そ
れ
が
1
一6
rけ、

及
び
、
耕
作
者
の
そ
れ
が
1
τ

だ
り
」
轟
の
場
合
よ
り
も
増
加
す
る
な
ら
ば
、
「
所
得
の
再
生
産
は
六
百
9
1
グ

y
か
ら
五
百
9
1グ
Y

に
下
落
」
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
「
富
裕
な
る
圃
民
も
忽
に
し
て
破
壊
さ
れ
る
」
事
が

明
か
に
さ
れ
る
、
ざ
考
へ
た
の
で
あ
る
。

今
此
の
計
算
が
如
何
に
し
て
行
は
れ
た
か
を
詳
に
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
ゴ
一
遜
氏
は

ざ
し
て
居
ら
れ
る
。
此
の
計
算
に
よ
る
時
は
如
何
に
も
ヶ
、
不

1
の
答
さ
一
致
す
る
け
れ
ぎ
も
、
そ
れ
で
は
然
し
、
「
工

人
が
装
飾
の
形
に
於
い
て
震
す
所
の
賛
津
が
1
τ

だ
け
、
及
び
、
耕
作
者
の
そ
れ
が
1
一6
rけ
」
嚢
の
場
合
よ
り

も
増
加
す
る
な
ら
ば
、
」
ざ
言
ふ
ケ
ヰ

1
の
前
提
は
全
然
無
楓
さ
れ
る
事
に
な
る
。
今
此
の
前
提
に
忠
買
な
ら
ん
ざ

す
る
な
ら
ば
、
前
年
度
の
所
得
ム
ハ
百

y
1グ
Y
を
生
産
階
級
の
一
員
か
ら
受
取
っ
た
所
の
地
主
階
級
の
一
員
は
そ

の
う
ち
ニ
百
五
十

9
1グ
Y
を
農
産
物
の
購
買
の
矯
め
に
、
三
百
五
十

9
1グ
Y
を
工
作
品
の
購
買
の
殺
め
仁
、
費

す
の
で
ゐ
り
、
斯
く
し
て
地
主
階
級
の
一
員
か
ら
二
百
五
十
リ

1
グ
Y
ヤ
受
取
っ
た
所
の
生
産
階
級
の
一
員
は
葉

の
7
一
四
を
不
生
産
階
部
掛
か
ら
工
作
品
を
蹄
入
す
る
矯
め
に
費
す
の
で
あ

h
、
勘
く
し
て
生
産
階
級
の
一
一
員
か
ら
ニ

;右

11 
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百
五
十
y
1グ
Y
の
7
一
胞
を
受
取
っ
た
所
の
不
生
産
階
扱
の
一
員
は
其
の
又
5
一
白
、
従
っ
て
最
初
に
縛
さ
れ
た
る

需
要
ypの
釘
一
凶
を
、
生
産
階
扱
か
ら
農
産
物
を
購
入
す
る
矯
め
に
費
す
の
で
あ
b
、
斯
〈
し
て
以
下
同
様
の
過
程

が
績
げ
ら
れ
る
の
で
あ
h
、
他
方
、
地
主
階
粧
の
一
員
の
工
作
品
に
劃
す
る
需
要
じ
つ
い
て
も
同
様
な
る
遁
程
が

績
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
農
産
物
に
劃
す
る
地
主
及
び
不
生
産
階
級
の
需
要
の
穂
額
|
|
従
っ
て
鰹
梼
表
の

思
考
方
掛
に
よ
れ
ば
所
得
組
額
ー
ー
は

凶
印

C

X

-
L
F
 

“

白

山

」

F

H

串
串

町
叶
(
}
C
3

l
f
J目凶
l

n
 

+
『
心
小
』

x
u
u
c
vハ

IHt 

』

F

“

日

凶

-

|

 
]
品
品

で
あ
り
、
工
作
品
に
調
す
る
地
主
及
び
生
産
階
級
の
需
要
の
綿
繍
は

臼
田

C

X

]
{
 

d

U

印

]戸品
A
F

4
H
h
-
c
 

H
C
U
 

+
!
円

X
M
g
x

阿
国

で
あ
る、
さ

矯
す
A ご

き
で
あ
っ
?と
叫・
」

思
は
れー
る311 I 1 ， 

OE18 

所
が
斯
く
の
如
き
計
算
が
行
は
れ
た
も
の
ご
す
る
な
ら
ば
(
三
遺
氏
の
計
算
に
よ
っ
た
所
で
以
下
の
こ
定
は
本

質
的
じ
は
同
じ
で
あ
る
が
)
、
不
生
産
階
級
の
許
じ
蔑
る
所
の
貨
幣
は
記
官

x

仲

で
あ

h
、
生
産
階
級
の
詐
に
不
足
す
る
所
の
貨
幣
は

mJ可
号

-co

]
{
{
}
国

J
N
 

〉

1
i

;

]

戸

回

で
あ
る
。
印
も
此
の
雨
者
は
到
底
一
致
し
得
な
い
の
で
ゐ
h
J
、
従
っ
て
斯
か
る
瞳
系
は
全
韓
性
の
考
察
さ
相
容
れ

ざ
る
も
の
で
ゐ
る
。

寵

苑

経
済
表
に
ヲ
い
て

第
一
一
一
十
一
審

第
二
銭

二
七
九

一一一ー一

Mirabeauの色lemensde la philnsophie rur.，.J.eに指入きれたもの Pしで August
Onck聞 が G田 chichteS. 394に偽げた志のは、第二}慌白それと、枝葉の齢に
於いて大分臭ってゐて第一紙原備に近い。 Othmar邑pannか DieHauptth-
eorien dt:r Võlkswirtsch~fis lt:hre， '19 AutI 19;aq， S 40 -41' fC調帯掲載したの
は、との miabeauの路傍重量である。高橋民前掲書1042買、稲田徳三悔士、涜
通経理野講話巻頭、(経理事書其-)及95頁。厚生経理事肝究248頁

19) 



説

苑

二
八

O

第
二
就

一
二
四

経
済
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

五

論

前
項
に
於
い
て
明
じ
し
た
様
に
、
経
梼
表
は
葉
の
臆
用
に
於
い
て
金
憧
性
の
考
察
ど
相
容
れ
ざ
る
も
の
さ
な
っ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
鮪
済
表
が
一
、
生
産
階
級
の
生
産
物
に
割
す
る
地
主
及
び
不
休
産
階
級
の
需
要
ぞ

生
産
階
級
の
生
産
的
支
出
ぜ
同
調
し
た
る
が
斜
め
で
あ
り
、
二
、
業
の
事
か
ら
生
A
V
る
棋
陥
ぞ
補
ふ
矯
め
に
考
察

を
部
分
現
象
に
限
っ
た
か
ら
で
あ
h
、
三
、
部
分
的
考
察
が
金
瞳
的
考
察
ご
相
容
れ
特
る
矯
め
の
前
提
保
件
が
鰹

情
表
の
膳
用
に
際
し
C
看
過
さ
れ
た
銭
め
P
わ
る
。
即
ち
ん
1
m

生
産
階
級
の
生
産
物
に
判
す

t

ゐ
地
主
及
び
不
生
産

階
艇
の
需
要
を
生
産
階
級
の
生
産
的
支
出
さ
同
調
す
る
事
を
止
め
、
生
産
階
級
の
年
々
の
前
拐
に
等
し
い
所
の
純

所
得
は
、
地
主
及
不
生
産
階
扱
に
劃
す
る
生
産
階
部
帆
の
生
産
物
の
販
買
額
の

2
一3
に
達
す
る
じ
遁
ぎ
ぎ
る
も
の

さ
し
、
生
産
階
村
艇
の
本
源
的
前
捕
の
補
充
、
従
っ
て
工
作
品
に
罰
す
る
生
産
階
級
の
需
要
を
、
其
の
年
々
の
前
携

の
1
一2
に
等
し
さ
し
、
工
作
品
に
劃
す
る
不
生
産
階
扱
自
身
の
需
要
を
看
過
す
る
な
ら
ば
、
而
し
て
強
ひ
て
解
糖

表
に
近
似
す
る
ズ
ィ
グ
ザ
グ
を
周
ひ
る
な
ら
ば
、
経
済
表
は
(
第
六
)
の
如
き
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
花
、
マ
」
思

は
れ
る
。

而
し
て
若
し
此
の
事
が
明
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
奇
し
く
も
ケ
ヰ

1
の
程
度
の
債
値
の
分
析
に
止
る
限
b
、

七
)
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
様
に
、
地
主
の
支
出
が
生
産
不
生
産
何
れ
の
階
棋
の
生
産
物
に
よ
り
多
く
傾
か
う
ご
も

軍
な
る
其
の
事
に
よ
っ
て
は
国
富
は
影
響
さ
れ
は
い
、
さ
言
ム
事
が
推
論
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。

経
済
串
の
生
誕
の
朝
に
於
い
て
献
じ
、
会
憧
性
の
把
握
を
問
題
じ
し
、
読
通
過
程
の
法
則
性
を
究
明
せ
ん
ご
し 第

「経理年表」と去ふ言葉を新〈限定したりは只序謹白便の矯めである。骨ほ山本
勝市民「ケネー D 経瀦表由種類に就いて」内外研究昭和三年一巻ー披参照。
以上は大意である。詳細は脚註17の安献参照。
参照、舞尚氏前掲 119-120頁、島田氏前掠~ 67頁、
Oncken: a.. a. O. s. 396.稲田畑士前掲103 5頁
ATthuT Eli Monroe氏英隷 Ea::JyEconmie Tho1lgh t. P・34'--343

日panロ <:L. a. O. 5. 43・

原書によ
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枕

苑

経
済
表
に
つ
い
て

第
三
十
一
審

第
ニ
競

一
ー
ム，、

二
八
二

資
本
の
再
生
産
を
も
鴨
系
の
中
に
採
り
入
れ
た
事
、
等
々
の
意
味
に
於
い
て
も
・
経
済
表
は
明
か
に
不
朽
の
文
献

で
あ
る
。
此
の
不
朽
の
文
献
に
つ
い
て
本
稿
の
目
的
ざ
し
た
所
は
、
金
鯉
性
の
睦
系
的
把
誕
三
言
ふ
国
難
な
る
公

園
が
、
業
の
は
じ
め
に
於
い
て
如
何
な
る
委
に
於
い
て
蓮
せ
ら
れ
た
か
、
さ
言
ふ
事
を
、
単
に
瞳
系

ω
形
式
的
方

面
か
ら
.
而
も
極
め
て
限
ら
れ
た
る
看
動
か
ら
.
究
明
し
ゃ
う
さ
言
ふ
事
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
債
値
論
の
分

析
が
如
何
な
る
も
り
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
如
何
に
天
才
的
な
素
描
で
あ
っ
た
か
、
営
時
の
蝿
梼
状
態
さ
如
何
に

結
び
つ
い
た
か
、
鰹
榛
皐
史
上
の
業
の
地
位
は
如
何
に
考
へ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
か
、
等
々
の
よ
h

重
要
な
る
問
題

じ
も
、
意
識
的
仁
、
言
及
し
な
か
っ
た
。
蓋
之
等
の
賠
い
つ
い
て
は
、
幾
多
の
人
々
に
よ
っ
て
矯
さ
れ
た
津
山
の

立
振
な
研
究
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。

• 

九
三

0
・
五
・
六

Arthur Eli Monroe， ibid. p. 343・
三遁金蔵氏前掲十二巻十一競 134頁三連氏は薦作品に封ずる需要の tだけ増
加したる場合を計算して居bれるので、(Lr.及中)回数と{右〕の数止は正反封
にたつでゐるのを、便宜上、書曹替えた。 ミラボー回計算を今参照し得ない
のは建金:である。
尤も此の計算による時けケネーの答と宇聖書った教になる。
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